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会
長
職
を
担
っ
て
一
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
直
近
の
専
・
常
務
理

事
を
始
め
副
会
長
、
各
理

事
並
び
に
会
員
各
位
に
支
え
ら
れ
て
ど
う
に

か
最
低
限
の
職
責
を
全
う
で
き
た
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
本
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
三
月
定
時
理
事
会
で
活
発
に
審
議
し
、
順

調
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
新
規
事
業

の
主
な
も
の
と
し
て
、
会
員
の
資
質
向
上
及

び
各
地
域
等
の
指
導
体
制
を
確
立
す
る
た
め

○
二
日
間
に
よ
る
全
剣
連
後
援
剣
道
指
導
者

講
習
会
（
審
判
法
・
指
導
法
）

○
新
剣
連
主
催
指
導
者
講
習
会
（
日
本
剣
道

形
）

○
新
剣
連
主
催
２
回
の
剣
道
六
・
七
段
及
び

八
段
受
審
講
習
会
（
１
回
は
六
・
七
段
と

八
段
を
分
離
）

を
実
施
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
受
講
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
五
月
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
決
議

さ
れ
、
新
剣
連
加
盟
団
体
に
新
た
な
加
盟
団

体
と
し
て
、
県
剣
道
道
場
連
盟
と
県
高
齢
剣

友
会
が
加
わ
り
ま
し
た
。
両
団
体
と
も
今
ま

で
新
剣
連
会
員
構
成
の
任
意
団
体
で
あ
り
ま

し
た
が
、
法
人
化
組
織
の
正
式
団
体
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
対
外
的
に
も
認
知
さ
れ
、

少
子
高
齢
化
現
象
の
中
で
剣
道
人
口
減
少
の

歯
止
め
と
剣
道
普
及
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
年
度
初
め
早
々
、
剣
道
八
段
審
査

会
に
お
い
て
本
県
か
ら
待
望
久
し
か
っ
た
若

手
八
段
が
誕
生
し
ま
し
た
。
詳
細
は
後
述
に

回
し
ま
す
が
、
高
校
教
員
（
教
頭
）
と
い
う

要
職
に
あ
っ
て
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
高
橋

直
志
先
生
（
五
四
歳
）
を
皆
さ
ん
で
祝
福
し

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
平
素
の
努
力
の
賜

物
と
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
層
、
本
業
の
学
校
運
営
並
び
に

生
徒
の
指
導
育
成
に
傾
注
し
つ
つ
、
新
剣
連

の
諸
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
念

じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
六
・
七
段
審
査
会
で
は
女
子
剣
士

４
人
を
含
む
多
数
の
方
が
合
格
し
て
お
り
、

本
格
化
す
る
夏
・
秋
審
査
会
へ
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
の
小
職
は
余
暇
を
持
て
余

し
て
、
テ
レ
ビ
を
観
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
の
局
番
組
と
も
似
た
よ
う
な
構

成
が
多
く
感
動
・
共
感
を
覚
え
な
い
の
は
小

職
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
そ
こ
で
失
礼
な
が
ら

「
ち
ょ
っ
と
一
休
み
、
感
動
で
き
な
い
言

葉
」
の
思
い
つ
き
を
紹
介
し
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
で
い
く
ら
聞
い
て
も
何
も
残
ら
な

い
私
の
ベ
ス
ト
３
言
葉
。

○
政
治
家
の
、
心
と
い
う
根
っ
こ
に
つ
な
が

ら
な
い
浮
草
の
よ
う
な
虚
し
い
言
葉

○
タ
レ
ン
ト
の
、
ひ
た
す
ら
垂
れ
流
し
て
い

る
よ
う
な
饒
舌
（
じ
ょ
う
ぜ
つ
）
な
言
葉

○
知
識
人
の
、
体
験
に
根
ざ
さ
な
い
、
受
け

売
り
の
薄
っ
ぺ
ら
な
知
識
を
ひ
け
ら
か
す

言
葉

し
か
し
、
私
自
身
「
人
の
振
り
見
て
我
が
振

り
直
せ
」
の
こ
と
わ
ざ
を
座
右
の
銘
の
一
つ

と
し
て
、
仕
事
、
私
生
活
、
剣
道
等
に
活
か

し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
な
か
な
か
軌
道

修
正
に
難
儀
し
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
お
り
ま

す
。
せ
め
て
私
ど
も
剣
道
愛
好
家
は
、
一
般

社
会
か
ら
特
異
な
目
で
見
ら
れ
な
い
よ
う
、

各
種
会
議
・
酒
席
・
地
域
活
動
等
に
お
い
て

常
識
的
（
場
の
空
気
を
読
む
）
な
言
動
を
実

践
し
た
い
も
の
で
す
。

　

結
び
に
、
昨
今
、
県
内
で
も
女
児
殺
害
事

件
や
予
期
せ
ぬ
事
故
等
が
発
生
し
「
地
域
の

宝
」
と
も
い
う
べ
き
幼
い
命
が
失
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
新
剣
連
と
し
て
も
可
能
な
限
り
の

安
全
対
策
を
講
じ
、
防
具
、
竹
刀
の
安
全
点

検
及
び
稽
古
・
試
合
中
の
受
傷
・
体
調
不
良

等
の
事
故
防
止
に
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
あ
っ
て
は
、
移
動
中
の
交
通

事
故
防
止
等
を
含
め
て
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
会
員
皆
様

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日
　

平
成
三
○
年
五
月
二
○
日
（
日
）

会
場
　

新
潟
市
江
南
区
　

亀
田
市
民
体
育
館

１
　

開
会
宣
言

　
　

事
務
局
長
　

木
村
　

嘉
靖

２
　

会
長
挨
拶

　
　

会
　
　

長
　

本
間
　

厚
太
郎

３
　

功
労
者
表
彰

　

配
布
資
料
「
二
九
年
度
功
労
者
表
彰
」

に
よ
り
表
彰

　

新
潟
県
居
合
道
部
会
団
体
二
位
の
功
労

者
３
名
及
び
居
合
道
五
段
の
部
優
勝
、
草

間
大
介
、
同
六
段
の
部
二
位
、
大
西
恵
の

個
人
に
対
し
、
本
間
会
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

４
　

議
長
選
出
　

　
　

小
須
戸
剣
道
連
盟
　

田
沢
　

広
一

５
　

議
事
録
署
名
人
の
選
出

　
　

妙
高
剣
道
連
盟
　
　

平
井
　

修
二

　

三
〇
年
度
ス
タ
ー
ト
雑
感

　

一
般
財
団
法
人　

新
潟
県
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
　
　

会
　

長
　

本

間

厚
太
郎
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豊
栄
剣
道
連
盟
　

江
村
　

兵
平

６
　

決
議
事
項

⑴
　

「
新
潟
県
剣
道
道
場
連
盟
」・「
新
潟

県
高
齢
剣
友
会
」
の
新
規
加
盟
団
体

（
案
）
に
つ
い
て

　

加
藤
専
務
理
事
が
説
明
。
質
疑
応
答

の
後
に
諮
ら
れ
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

⑵
　

評
議
員
の
選
任
（
案
）
に
関
す
る
件

　

加
藤
専
務
理
事
が
配
布
資
料
に
基
づ

き
説
明
し
た
後
に
諮
ら
れ
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

⑶
　

平
成
29
年
度
決
算
（
損
益
計
算
書

類
）
承
認
の
件
に
つ
い
て

　

加
藤
専
務
理
事
よ
り
配
布
資
料
「
平

成
29
年
度
事
業
報
告
」
に
基
づ
い
て
説

明
。
ま
た
荻
荘
常
務
理
事
よ
り
配
布
資

料
「
平
成
29
年
度
収
支
決
算
書
」
に
基

づ
き
説
明
。
続
い
て
桑
原
監
事
が
配
布

資
料
「
平
成
29
年
度
会
計
監
査
報
告

書
」
に
基
づ
き
説
明
の
後
に
諮
ら
れ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た

７
　

報
告
事
項

　

配
布
資
料
「
地
区
連
絡
協
議
会
運
営
費
に

つ
い
て
」・「
一
般
財
団
法
人
新
潟
県
剣
道
連

盟
審
査
員
規
程
」
に
基
づ
き
加
藤
専
務
理
事

が
説
明
し
た
。

○
賞
状
に
関
し
て
都
道
府
県
大
会
予
選
会
及

び
国
体
予
選
会
に
お
い
て
、
代
表
者
に
認

定
書
を
授
与
す
る
こ
と
を
説
明
。

○
竹
刀
、
剣
道
具
の
安
全
性
と
公
平
性
に
関

し
て
配
布
資
料
に
基
づ
き
説
明
し
、
質
疑

応
答
後
に
閉
会
し
た

第
66
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会

と
き

４
月
29
日


会
場

エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪

【
一
回
戦
】
岡
山
に
惜
敗

新
潟
県
２
（
３
）
―
３
（
５
）
岡
山
県

先
　

須
田
　
　
　

×
　
　
　

藤
田

野
瀬
　

メ
メ
―
メ
　
　

石
本

木
村
　
　
　

×
　
　
　

松
本

中
　

木
立
　

メ
　

―
　
　
　
　

難
波

　
　

西
野
　
　
　

―
　

コ
メ
　

加
藤

松
村
　
　
　

―
　

ド
　
　

尾
池

大
　

吉
田
　
　
　

―
　

ド
　
　

竹
内

国
民
体
育
大
会
成
年
男
女
新
潟
県
予
選
会

と
き

５
月
27
日


会
場

長
岡
市
北
部
体
育
館

▽
成
年
男
子
の
部

【
先
鋒
】
坂
爪
優
太
　

④
（
23
）
燕

【
次
鋒
】
西
野
哲
哉
　

④
（
27
）
警
察

【
中
堅
】
磴
　

泰
介
　

⑦
（
41
）
警
察

【
副
将
】
南
　

昌
和
　

⑦
（
45
）
新
潟

【
大
将
】
直
原
　

幹
　

⑦
（
60
）
上
越

　

こ
の
結
果
成
年
男
子
は
９
月
30
日
か
ら
の

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
に
出
場
し
ま
す
。

▽
成
年
女
子
の
部

【
先
鋒
】
小
川
梨
々
香
③
（
18
）
地
蔵
堂

【
中
堅
】
成
田
奈
津
子
④
（
33
）
燕

【
大
将
】
荒
川
　

紀
子
⑦
（
44
）
上
越

　

成
年
女
子
は
８
月
25
日
の
北
信
越
国
体

（
ミ
ニ
国
体
）
成
績
に
よ
り
本
国
体
へ
と
進

み
ま
す
。

第
27
回
新
潟
県
女
子
選
手
権
兼

第
57
回
全
日
本
女
子
選
手
権
大
会
県
予
選
会

と
き

６
月
10
日


会
場

上
越
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

優
　

勝
　

小
川
萌
々
香
　

（
地
蔵
堂
）

準
優
勝
　

小
川
梨
々
香
　

（
地
蔵
堂
）

三
　

位
　

村
山
ま
み
こ
　

（
地
蔵
堂
）

三
　

位
　

岩
倉
　

薫
子
　

（
新
潟
大
）

　

試
合
は
決
勝
戦
、
小
川
姉
妹
の
戦
い
と
な

り
ま
し
た
が
、
姉
の
萌
々
香
選
手
に
軍
配
。

県
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
姉
妹
で
の
出
場
は

初
。

　

こ
の
結
果
、
９
月
23
日
に
長
野
市
真
島
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に

出
場
し
ま
す
の
で
皆
様
応
援
お
願
い
致
し
ま

す
。

第
13
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
最

終
選
考
会

と
き

７
月
１
日


会
場

亀
田
総
合
体
育
館
剣
道
場

一
位
　

大
竹
　

陽
向
（
新
　

潟
）
６
年

二
位
　

長
谷
川
光
希
（
上
　

越
）
６
年

三
位
　

金
澤
　
　

心
（
新
　

潟
）
５
年

四
位
　

木
村
　

龍
青
（
阿
賀
野
）
６
年

五
位
　

大
竹
　

捷
斗
（
新
　

潟
）
６
年

　

こ
の
結
果
９
月
16
日

に
大
阪
市
府
民
共

済
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
本

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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第
10
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優

勝
大
会と

き

７
月
14
日


会
場

日
本
武
道
館
（
東
京
）

　

１
回
戦
。
新
潟
県
は
宮
崎
県
と
対
戦
し
ま

し
た
が
惜
退
。

新
潟
県
０
（
０
）
―
　

1
（
1
）
宮
崎
県

　
　
　

丸
山
　
　

―
　
　

日
高

　
　
　

小
川
　
　

―
　
　

小
島

　
　
　

村
山
　
　

―
　
　

中
武

　
　
　

石
井
　
　

―
ド
　

興
梠

　
　
　

田
畑
　
　

―
　
　

長
友

新
潟
県
剣
道
選
手
権
大
会
兼
第
66
回
全
日
本

剣
道
選
手
権
大
会
新
潟
県
予
選
会

　
　

と
き

７
月
15
日

午
前

　
　

会
場

長
岡
市
栃
尾
体
育
館

　

決
勝
は
若
手
の
台
頭
を
阻
ん
だ
赤
塚
洋
紀

選
手
（
警
察
）
と
松
村
暁
広
選
手
（
新
潟

市
）
の
対
戦
と
な
り
、
優
勝
は
、
赤
塚
選
手

で
し
た
。
過
去
２
度
に
渡
り
決
勝
に
進
み
な

が
ら
涙
を
呑
み
、
今
回
、
ど
う
し
て
も
欲
し

い
タ
イ
ト
ル
で
し
た
が
、
見
事
、
全
日
本
選

手
権
初
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

優
　

勝
　

赤
塚
洋
紀
（
警
察
剣
道
連
盟
）

準
優
勝
　

松
村
暁
広
（
新
潟
市
剣
道
連
盟
）

3
　

位
　

坂
爪
優
太
（
燕
剣
道
連
盟
）
　

3
　

位
　

高
橋
優
太
（
警
察
剣
道
連
盟
）

第
47
回
新
潟
県
高
段
者
大
会

と
き

7
月
15
日

午
後

会
場

長
岡
市
栃
尾
体
育
館

主
催　

（
一
財
）
新
潟
県
剣
道
連
盟

主
管　

  

栃
尾
剣
道
連
盟

　

午
前
の
第
66
回
全
日
本
選
手
権
大
会
新
潟

県
予
選
会
と
同
会
場
に
て
引
続
い
て
午
後
は

県
高
段
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
猛
烈

な
暑
さ
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
左
記
の
よ

う
に
優
秀
試
合
賞
・
優
秀
選
手
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
主
管
の
栃
尾
剣
道
連
盟
に
お
い
て

は
大
会
設
営
、
飲
料
水
等
万
全
な
準
備
で
臨

ん
で
頂
き
大
会
が
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
軍
17
勝
、
西
軍
20
勝
、
５
引
き
分
け
（
西

軍
の
勝
利
）

優
秀
試
合
賞
（
１
組
）

19
将
　

内
野 

葉
子（
新
潟
）
　

対

　
　
　

野
本
由
紀
子（
糸
魚
川
）

優
秀
選
手
賞
（
10
名
）

川
村 

　

充
（
三
条
）

上
谷 

貴
洋
（
長
岡
）

星 

日
出
生
（
栃
尾
）

青
柳 

利
則
（
新
潟
）

五
十
嵐 

忠
（
新
潟
）

鈴
木 

和
彦
（
新
発
田

）

吉
田 

賢
一
（

燕

）

永
井 

和
憲
（
新
潟
）

山
田
六
治
郎
（
警
察
）

渡
辺 

久
雄
（
長
岡
）

　

＝
東
　

軍
＝
　
　
　
　
　

＝
西
　

軍
＝

六
段
の
部

先
鋒 

池
田
（
三
島
）
　

　

×　

ド　

林
　

（
上
越
）

次
鋒 

土
佐
（
豊
栄
）
　
　

―

コ
新
井
（
新
潟
）

40
将 

渡
邊
（
上
越
）
　
　

―

メ
川
村
（
三
条
）

39
将 

清
水
（
長
岡
）
　

　

―
　
　

原
田
（
妙
高
）

38
将 

安
達
（
五
泉
）

メ
―
　
　

今
井
（
上
越
）

37
将 

小
林
（
五
泉
）
　
　

―

コ
国
松
（
小
千
谷

）

36
将 

小
幡
（
長
岡
）
　

メ　

―

メ
川
村
（
三
条
）

35
将 

帆
苅
（
五
泉
）
　
　

×
　
　

川
上
（
阿
賀
野

）

34
将 

立
川
（

燕

）
　
　

―

コ
田
中
（
栃
尾
）

七
段
の
部

33
将 

上
谷
（
長
岡
）
　
　

―

メ
伊
藤
（
糸
魚
川

）

32
将 

山
田
（

燕

）
　
　

―

ド
星
　

（
栃
尾
）

31
将 

岡
崎
（
横
越
）
　
　

―　

　

田
辺
（
地
蔵
堂

）

30
将 

山
岸
（
小
千
谷

）

メ
―
　
　

小
根
山
（
栃
尾
）

29
将 

田
澤
（
白
根
）
　
　

―

コ
小
浦
方
（
栃
尾
）

28
将 

天
井
（
五
泉
）
　
　

―　

　

中
村
（
新
潟
）

27
将 

上
谷
（
長
岡
）

ド
―
　
　

渡
邊
（
糸
魚
川

）

26
将 

南
雲
（
南
魚
沼

）
　
　

―

メ
青
柳
（
新
潟
）

25
将 

渡
邉
（
長
岡
）
　
　

―　
　

南　

（
新
潟
）

24
将 

桑
原
（
津
南
）
　
　

―　

高
嶋
（
上
越
）

23
将 

柴
田
（
長
岡
）
　

　

―
　
　

藤
塚
（
新
潟
）

22
将 

篠
田
（

燕

）
　
　

×
　
　

小
柳
（
新
潟
）

21
将 

西
村
（

燕

）
　
　

―

メ
五
十
嵐
（
新
潟
）

20
将 

瀬
賀
（
警
察
）

メ
―　

メ　

田
中
（
三
島
）

19
将 

内
野
（
新
潟
）
　
　

×
　
　

野
本
（
糸
魚
川

）

18
将 

渡
邉
（
柏
崎
）
　
　

―

メ
鈴
木
（
新
発
田

）

17
将 

岡
田
（
柏
崎
）

メ
―　

コ　

宮
下
（
糸
魚
川

）

16
将 

西
村
（

燕

）
　
　

―　

　

澤
見
（
佐
渡
）

15
将 

吉
田
（

燕

）

メ
―
　
　

小
泉
（
警
察
）

14
将 

廣
川
（
新
潟
）
　

　

×　

コ　

大
橋
（
栃
尾
）

13
将 

品
田
（
柏
崎
）
　
　

―

メ
永
井
（
新
潟
）

12
将 

小
古
瀬
（
三
島
）
メ
メ
―　

小
林
（
豊
栄
）

11
将 

細
貝
（
小
千
谷

）

メ
―
　
　

佐
藤
（
新
潟
）

10
将 

藤
井
（
五
泉
）
　
　

―

メ
鈴
木
（
新
発
田

）

９
将 

黒
津
（
警
察
）
メ
コ
―　

　

宮
下
（
糸
魚
川

）

８
将 

山
田
（
警
察
）

メ
―
　
　

佐
藤
（
西
蒲
）

７
将 

斉
藤
（
新
発
田

）
　

　

―
　
　

小
川
（
上
越
）

６
将 

久
我
（
警
察
）
　

　

―
　
　

大
浜
（
上
越
）
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５
将 

加
藤
（
学
校
）
　
　

―

ツ
渡
辺
（
長
岡
）

４
将 
齋
藤
（
警
察
）
　
　

―

コ
久
保
田
（
上
越
）

３
将 
鈴
木
（
阿
賀
野

）
　

　

―
　
　

青
山
（
上
越
）

副
将 

田
中
（
警
察
）
　

メ　

―
　
　

金
田
（
新
潟
）

大
将 

藤
田
（
亀
田
）

メ
―
　
　

皆
川
（
新
潟
）

　

　

す
で
に
ご
存
知
の
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
五
月
二
日
（
二
日

目
）
の
八
段
審
査
会
に
お
い
て
９
０
４
人
の

受
審
者
の
中
、
合
格
率
０
・
７
％
と
い
う
難

関
を
突
破
し
、
新
潟
県
か
ら
待
望
の
八
段
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

喜
び
の
声
、
そ
し
て
感
謝
の
お
気
持
ち
と

共
に
剣
道
に
向
き
合
う
姿
勢
で
大
切
な
事
な

ど
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
八

段
昇
段
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

合
格
の
模
様
はY

o
u
tu
b
e

新
潟
県
剣
道

連
盟
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八
段
合
格
に
寄
せ
て

学
校
剣
道
連
盟
　

高
橋
　

直
志
　

 　

私
は
こ
の
度
、
幸
い

に
も
七
回
目
の
挑
戦
で
八

段
に
合
格
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
合
格
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
新
潟
県
剣
道
連
盟
の
本
間
厚

太
郎
会
長
・
加
藤
治
専
務
理
事
は
じ
め
多
く

の
先
生
・
諸
先
輩
よ
り
頂
い
た
ご
指
導
と
ご

支
援
の
賜
物
で
御
座
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
七
歳
の
時
に
見
附
剣
友
会
に
て
剣
道

を
始
め
ま
し
た
。
長
岡
高
校
を
経
て
國
學
院

大
學
へ
進
学
。
大
学
で
は
、
故
橋
本
明
雄
範

士
、
平
川
信
夫
範
士
に
師
事
。
卒
業
後
、
帝

京
長
岡
高
等
学
校
に
採
用
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
当
時
は
剣
道
部
で
の
指
導
の
傍
ら
、

長
岡
剣
道
会
や
学
校
剣
道
連
盟
の
稽
古
会
に

足
繁
く
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
、

長
岡
剣
道
会
を
通
じ
て
中
田
琇
士
範
士
・
浅

野
修
範
士
・
濱
崎
満
範
士
、
学
剣
連
を
通
じ

て
故
山
﨑
正
平
範
士
、
職
場
を
通
じ
て
故
大

塚
敬
彦
範
士
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

厚
情
を
公
私
に
わ
た
り
賜
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
ご
縁
が
無
け
れ
ば
今
の
私
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
職
場
で
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
仕

事
の
量
も
立
場
も
、
時
に
は
環
境
さ
え
も
変

わ
り
ま
す
。
私
の
場
合
は
八
年
前
に
教
頭
職

に
就
き
ま
し
た
。
そ
の
為
、
こ
こ
数
年
は
専

ら
生
徒
と
の
稽
古
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
機

会
を
広
く
外
に
求
め
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
新
潟
県
剣

道
連
盟
が
開
催
す
る
講
習
会
に
は
で
き
る
限
り

参
加
し
、
ま
た
、
県
警
察
学
校
で
の
稽
古
会
や

共
栄
館
、
久
武
館
へ
の
稽
古
に
も
時
折
お
邪
魔

さ
せ
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
は
、
県
内

で
の
各
種
講
習
会
や
道
場
で
の
稽
古
が
主
と

な
っ
て
も
、「
夢
」
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し

①
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
『
熱
意
・
誠

意
・
創
意
（
工
夫
）』
を
持
っ
て
稽
古
に

臨
む
こ
と
。

②
短
時
間
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
地
稽
古
ば

か
り
で
な
く
、
切
り
返
し
や
打
ち
込
み
稽

古
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

③
上
手
の
先
生
に
対
し
て
は
懸
か
る
稽
古
・

切
ら
な
い
稽
古
そ
し
て
打
ち
切
る
稽
古
に

努
め
る
こ
と
。

④
独
り
よ
が
り
の
稽
古
に
な
ら
な
い
こ
と
。

⑤
諸
先
生
方
の
助
言
に
素
直
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
等
は
常
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
私
の
場
合
は
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を

言
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
囲
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
思
え
ば
ど
れ
程
幸
い
し

た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
『
常
在
戦
場
』（
長

岡
藩
の
藩
訓
）
や
『
疾
風
知
勁
草
』（
後
漢

書
王
覇
伝
）
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
『
文

は
拙
を
以
て
進
み
、
道
は
拙
を
以
て
成
る
』

（
菜
根
譚
）
と
い
う
教
え
を
心
に
刻
み
、
稽

古
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う

「
拙
」
は
「
つ
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
作
為
を
施
さ
な
い
、
飾
ら
な
い
、
自
分

の
「
素
」
を
意
味
し
ま
す
。
自
ら
の
道
は
、持
っ

て
生
ま
れ
た
本
文
を
素
直
に
謙
虚
に
大
切
に

伸
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
伸
長
で
き
る
こ
と
を

指
摘
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
素
直
な
気
持
ち
、

浄
き
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
持
ち
続
け
、

稽
古
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

二
十
年
程
前
に
放
映
さ
れ
た
『
心
で
闘
う

百
二
十
秒
』
と
い
う
番
組
を
私
は
事
あ
る
ご

と
に
何
度
も
観
て
き
ま
し
た
。「
剣
道
で
一

番
大
切
な
の
は
、
驕
ら
ず
に
自
分
の
弱
点
を

見
つ
め
、
そ
れ
を
稽
古
で
改
め
て
い
く
素
直

な
心
で
あ
る
。」
番
組
の
最
後
に
語
ら
れ
た

大
阪
の
石
田
健
一
先
生
の
言
葉
が
、
今
更
な

が
ら
強
く
心
に
沁
み
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

高
段
者
大
会
開
会
式
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第
五
六
回
剣
道
中
堅
剣
士
講

会
を
受
講
し
て

長
岡
剣
道
会
　

上
谷
　

貴
洋
　

　

平
成
30
年
６
月
13
日
～

17
日
ま
で
の
５
日
間
、
な

ら
で
ん
武
道
場
（
奈
良
市

中
央
武
道
場
）
で
行
わ
れ

た
中
堅
剣
士
会
に
、
新
潟
県
剣
道
連
盟
よ
り

推
薦
い
た
だ
き
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

過
去
に
こ
の
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
先
生

方
か
ら
は
、
こ
の
講
習
会
を
経
験
す
る
こ
と

が
、
自
分
自
身
の
剣
道
を
高
め
る
大
変
貴
重

な
機
会
で
あ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
今
回
お
声
か
け
い
た
だ
い
た
際
に
は
、

非
常
に
嬉
し
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
そ
の
一
方
で
、
県
の
代
表
と
し
て
参
加
す

る
と
い
う
重
い
責
任
も
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、

せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
か

ら
、
な
ん
と
か
５
日
間
食
ら
い
つ
く
つ
も
り

で
臨
も
う
と
、
そ
れ
ま
で
の
日
々
の
稽
古
に

励
み
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
講
習
会
に
は
全
国
各
地
の
50
歳

ま
で
の
七
段
の
方
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
日
間
の
講
習
は
、
６
時
か
ら
の
朝
稽
古
か

ら
始
ま
り
、
午
前
稽
古
、
午
後
稽
古
、
最
後

の
指
導
稽
古
の
後
、
最
後
は
道
場
の
雑
巾
が

け
、
食
事
当
番
等
、
連
日
剣
道
に
没
頭
す
る

よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

講
習
会
初
日
は
、
奥
島
副
会
長
の
講
話

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
今
回
君
た
ち
に
は
、

か
な
り
き
つ
い
稽
古
を
や
っ
て
い
た
だ
く
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
そ
れ

は
君
た
ち
の
反
省
の
機
会
に
し
て
欲
し
い
か

ら
だ
。
ま
た
、
や
っ
た
こ
と
が
無
い
こ
と
を

人
に
や
ら
せ
て
は
い
け
な
い
か
ら
だ
。
今
回

の
講
習
を
通
じ
て
初
心
・
基
本
に
戻
っ
て
欲

し
い
」
と
い
う
話
し
を
い
た
だ
き
改
め
て
気

持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
日
本
を
代
表
す
る
講
師
陣
か
ら

の
講
習
は
、
講
話
の
通
り
の
ま
さ
に
基
本
を

中
心
と
し
た
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
指
導

い
た
だ
く
中
で
、
今
ま
で
な
ん
と
な
く
や
っ

て
い
た
基
本
に
対
し
て
、
多
く
の
気
づ
き
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も

２
日
目
に
行
わ
れ
た
中
田
範
士
に
よ
る
日
本

剣
道
形
の
講
習
で
は
、
刀
法
、
理
合
い
、
目

付
け
、
緩
急
の
大
切
さ
等
、
的
確
な
実
技
指

導
を
い
た
だ
き
、
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る

思
い
で
し
た
。
そ
の
知
識
量
の
す
さ
ま
じ
さ

に
講
習
生
の
多
く
が
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
日
々
剣
道
に
没
頭
す
る
よ
う

な
体
験
は
私
自
身
と
し
て
は
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
が
無
く
、
気
持
ち
は
非
常
に
充
実

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
身
体
は
日
を
重
ね
る

ご
と
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

疲
れ
が
ピ
ー
ク
に
来
て
い
る
講
習
３
日

目
が
最
も
厳
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
０
本
素
振
り
か
ら
始
ま
り
、
切
り
返

し
、
打
ち
込
み
、
追
い
込
み
等
々
、
身
を

も
っ
て
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳

し
い
講
習
内
容
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
講
習

生
同
士
で
日
々
励
ま
し
合
い
な
が
ら
乗
り
切

り
、
な
ん
と
か
５
日
間
の
講
習
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
は
、
冒
頭
の
講
話
に
あ
っ
た

通
り
、「
初
心
・
基
本
に
戻
る
こ
と
」
が
テ
ー

マ
で
あ
り
、
講
習
内
容
も
非
常
に
一
貫
し
て

い
た
と
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
初
心
に
立
ち

返
り
、
基
本
の
大
切
さ
、
基
本
を
元
に
し
た

指
導
の
大
切
さ
を
、
身
を
も
っ
て
体
験
で
き

た
こ
と
は
非
常
に
得
難
い
経
験
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
経
験
を
所
属
し
て
い
る
長
岡

剣
道
会
を
中
心
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方

に
伝
え
、
微
力
な
が
ら
も
新
潟
県
剣
道
連
盟

に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
新
潟
県
剣
道
連
盟

の
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
本
講
習

会
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
三
月
、
新
潟
日
報
中
越
版
で
柏
崎
の

方
が
剣
道
の
普
及
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
い

う
記
事
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
早

速
柏
崎
剣
道
連
盟
事
務
局
に
リ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

剣
道
の
普
及
活
動
紹
介

柏
崎
剣
道
連
盟
　

事
　

務
　

局
　

　

柏
崎
剣
道
連
盟
の
会
員
の
方
で
剣
道
の
普

及
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
名
前
は
土
田
茂
博

さ
ん
（
66
歳
）
と
い
い
ま
す
。
活
動
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
次
男
の
拓
朗
君
を
わ

ず
か
10
歳
に
し
て
亡
く
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

剣
道
が
大
好
き
で
、
道
場
に
通
う
の
が
楽
し

み
と
な
り
、
剣
道
の
友
達
も
沢
山
で
き
、
こ

れ
か
ら
と
い
う
時
に
拓
朗
君
は
体
育
の
授
業

中
に
倒
れ
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
茂

博
さ
ん
は
剣
道
を
頑
張
っ
て
い
た
拓
朗
君
の

意
思
を
形
に
し
て
剣
道
の
普
及
と
少
年
少
女

の
健
全
育
成
に
貢
献
し
た
い
と
日
々
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
拓
朗
君
が
亡
く
な
っ
て
20
年
目

の
節
目
の
拓
朗
君
の
誕
生
日
平
成
28
年
５
月

６
日
）
に
一
般
財
団
法
人
「
た
く
ろ
う
未
来

基
金
」
を
設
立
。
設
立
後
は
市
内
の
中
学
校

や
地
元
剣
士
会
、
上
越
、
中
越
地
区
の
中
学

校
等
に
竹
刀
を
寄
贈
す
る
な
ど
普
及
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
茂
博
さ
ん
は
剣
道
の
競
技
人
口
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
現
在
、「
剣
道
を
や
っ
て
み

よ
う
！
」
と
思
う
子
供
た
ち
が
増
え
る
こ
と

願
い
、
な
ん
と
今
年
に
入
り
、
茂
博
さ
ん
と

ならでん武道場の景観
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妻
、政
代
さ
ん
が
剣
道
物
語
「
少
年
と
剣
道
」

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
政
代
さ
ん
が
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
担
当
で
す
。
１
月
27
日
に
は
地
元
剣

士
会
に
所
属
す
る
小
中
学
生
を
対
象
に
上
映

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
物
語
は
14
枚
の
イ

ラ
ス
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
天

国
に
居
た
拓
朗
君
が
地
元
剣
士
会
に
降
り
て

来
て
一
緒
に
楽
し
く
剣
道
を
し
て
、
ま
た
天

国
に
帰
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
物
語

の
中
に
は
拓
朗
君
が
小
学
校
四
年
生
の
時
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
県
大
会
に
大
将
と
し
て

出
場
し
優
勝
を
飾
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、

剣
道
は
「
相
手
を
敬
う
心
、
強
い
心
、
強
い

身
体
」
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
と
語
っ
て
い

ま
す
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
後
に
は
剣
道
で

鍛
え
た
身
体
と
心
は
一
生
の
宝
に
な
る
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
茂
博
さ
ん
は
今
後
、
こ

の
物
語
を
携
え
、
県
内
外
の
各
中
学
校
及
び

小
学
校
を
訪
問
し
て
上
映
会
を
開
催
し
た
い

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
準
備
は

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
、
柏
崎
の
会
員
の
先
生
か
ら
、

こ
ん
な
良
い
話
が
日
報
「
窓
」
に
載
っ
て
る

よ
！
と
事
務
局
に
一
報
が
入
り
ま
し
た
。
柏

崎
市
に
お
住
ま
い
の
品
田
さ
ん
と
い
う
方

（
娘
さ
ん
）
で
（
日
報
１
月
30
日
付
け
）
タ

イ
ト
ル
は
「
努
力
の
大
切
さ
父
に
教
わ
る
」

で
し
た
。
亡
き
姉
と
退
職
直
前
に
剣
道
を
始

め
た
父
へ
の
思
い
で
し
た
。

　

２
０
１
７
年
12
月
17
日
、
後
藤
さ
ん
は
五

段
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
の
剣
道

柏
崎
剣
道
連
盟
　
　

後
藤
　

慶
一
　

 

　

ゴ
ル
フ
は
一
向
に
上
達

し
な
い
と
悟
り
、
他
に
目

標
や
夢
が
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
時
、
前
会
長
の
故

渡
辺
仁
先
生
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が
剣
道
で

し
た
。

　

平
成
十
七
年
小
生
62
歳
の
時
で
、
妻
や
娘

達
も
そ
れ
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
年
経
っ
た
頃
、
初
段
を
受
審
し
よ
う
と

目
標
を
立
て
毎
週
火
曜
十
時
よ
り
稽
古
を

行
っ
て
い
る
「
火
曜
ク
ラ
ブ
」
の
女
性
剣
士

の
大
島
先
生
と
池
田
先
生
か
ら
剣
道
形
を
教

わ
っ
て
い
た
矢
先
、
七
月
に
中
越
沖
地
震
が

発
生
、
武
道
館
が
使
え
ず
、
そ
れ
で
も
町
内

の
公
会
堂
で
稽
古
を
続
け
、
初
段
に
合
格
し

た
時
は
大
変
嬉
し
く
、
お
二
人
と
の
出
会
い

が
無
か
っ
た
ら
今
の
自
分
は
無
い
と
さ
え

思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
剣
道
は
ま
さ
か
の
競
技
だ
。
や
っ
て
み
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」

　

私
は
こ
の
言
葉
が

好
き
で
す
。
所
正
孝
先
生
と
い
う
方
の
本
で

す
。

　

昨
年
夏
に
最
愛
の
長
女
を
交
通
事
故
で
亡

く
し
、
と
て
も
辛
く
、
落
胆
の
大
き
さ
は
言

葉
に
で
き
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
さ
す
が

に
私
も
暫
く
稽
古
を
休
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
、「
剣
道
は
ま
さ

か
の
競
技
だ
。
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
…
…
」

夢
は
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
だ
と
思
い
直

し
、
五
段
審
査
に
向
け
稽
古
を
再
開
し
ま
し

た
。
そ
し
て
新
発
田
の
審
査
会
で
五
段
合
格

に
至
り
ま
し
た
。

　

柏
崎
に
は
幸
い
に
も
審
査
員
の
先
生
方
が

お
ら
れ
、
な
ん
と
心
強
い
こ
と
か
。
稽
古
の

折
に
指
導
を
受
け
、
ま
た
火
曜
ク
ラ
ブ
、
多

く
の
剣
友
や
家
族
の
応
援
の
お
陰
で
、
私
は

七
十
四
歳
に
し
て
五
段
合
格
に
繋
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
五
段
の
入
り
口
に
立
た
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
剣
道
を
、

真
摯
に
、
ひ
た
む
き
に
修
練
を
重
ね
、
段
位

に
相
応
し
た
剣
道
が
で
き
る
よ
う
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

原
稿
募
集

　

広
報
委
員
会
で
は
、
地
域
通
信
・
短
信
の

コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
同
士
で
の
合
宿
交
流
や
稽
古
会
、
練

習
試
合
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
の
大
会
な

ど
、
活
動
状
況
な
ど
を
お
送
り
下
さ
い
。

新
潟
県
剣
道
連
盟
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

編
集
後
記

5

5

5

5

　

今
年
は
大
雪
に
始
ま
り
気
象
の
変
化
が
激

し
く
植
物
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
地
震
や
火

山
の
噴
火
な
ど
、
ま
さ
に
天
変
地
異
の
様
相

で
あ
る
。

　

過
日
の
テ
レ
ビ
で
、
昔
は
政
治
が
悪
い
と

天
変
地
異
が
起
こ
り
、
元
号
を
変
え
た
と

言
っ
て
い
た
。
奇
し
く
も
天
皇
の
退
位
に
よ

り
元
号
も
変
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
政
治
の
こ

と
は
良
く
解
ら
な
い
の
で
と
や
か
く
言
う
立

場
に
は
な
い
が
、
気
象
の
変
化
は
身
体
に
良

く
な
い
。
剣
友
諸
兄
の
ご
自
愛
を
祈
り
編
集

後
記
と
し
た
い
。

（
百
笑
剣
士
）


